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諏
訪
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崎
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郎
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初
歳
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V
認
定
職
業
訓
練
功
労

魚
津
市
蛇
田
四
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六
三

関
口

作

平

氏
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V
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育
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魚
津
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友
道
一
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六
八
五

田
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親
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(臼
歳

V
民
生
委
員
、
児
童
委
員
功
労

魚
津
市
大
光
寺
二
、
二
六
五

長
谷
河
長
作
氏

(
日
歳
)

V
永
年
勤
続
功
労
(
保
母
)

魚
津
市
大
光
寺
八
六
八
の

三
村

義
子
氏

(
臼
歳

【功
績
】

昭
和
凶
年
か
ら
岡
田
年
ま
で
の
叫
年

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防

防
災
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
認
定
職
業
訓
練

業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振
唄

に
尽
く
さ
れ
た
。

れし
たて 氷
。地年
域に
住わ
民た
の り
福
祉民
増生
進児

民事
く員
さと

永
年
に
わ
た
り
、
保
母
と
し
て
職
務

に
精
励
し
、
児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
た
。

市
政
の
動
き

(魚
津
市
議
会
臨
時
会
-

次
の
議
案

マ
魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
叩
月
お
日
に
開
か
れ
、

が
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

-
市
立
青
島
保
育
園
増
改
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額
一
億
三
千
二
百
万
円

契
約
の
相
手
方
経
団
西
町
叩
番
幻
号
朝
野
工
業
側

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
(
日
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
報
告
)

富
山
県
知
事
選
挙
の
執
行
経
費
六
百
九
十
五
万
八
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
九
十
億
三

千
六
百
六
十
一
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

マ
魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
日
月
比
日
に
聞
か
れ
、
次
の
議
案

が
議
決
承
認
さ
れ
た
ほ
か
決
算
関
係
で
は
、
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
し
て
次
固
ま
で
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
と
、
継
続
審
査
に
付
さ
れ
た
案
件
は
次

の
と
お
り

-
魚
津
水
族
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
設

{
疋
に
つ
い
て

・
魚
津
水
族
博
物
館
協
議
会
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

-M年
度
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

-M年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

-M年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

-M年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

-M年度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
{
疋
に
つ
い
て

-M年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

-M年度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
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幅
員
3
灯
で
は
狭
く
、

又
老
朽
化
し
て
い
た
の

で
、
市
道
慶
野
湯
上
線

の
橋
梁
整
備
事
業
と
し

て
、
新
し
く
総
事
業
費

一
億
一
千
八
百
十
四
万

円
の
巨
額
を
か
け
、
幅

員

8
幻

(歩

道
山

μ
を
含

む
)
橋
長
却

灯
の
橋
と
し

て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

こ
の
出
橋
の

完
成
は
、
地

元
の
皆
さ
ん

は
も
と
よ
り

市
の
産
業
経

済
の
発
展
に

大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

出2
橋
ア己

成

出
橋
は
、
昭
和
問
年
に
出
と
湯
上
を

結
び
、
角
川
を
渡
る
重
要
な
橋
と
し
て

建
設
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
が
、
自
動
車
化
が
進
む
中
で
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ら
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必
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書
類
を
添

え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
申
込

書
は
、
本
人
又
は
家
族
の
方
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
や
、
提
出
書
類

に
い
つ
わ
り
の
記
載
が
あ
る
と
無
効
と

な
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ま
す
の
で
注
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し
て
く
だ
さ
い
。
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よ
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有

三
、
現
在
住
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に
困
っ
て
い
る
方
。

四
、
入
居
者
の
収
入
が
収
入
基
準
内
で

あ
る
方
。

O
入
居
者
の
抽
選

申
込
者
が
、
募
集
戸
数
よ
り
多
い
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

O
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日
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:知市電欲iBI:;Jiiil!雨ω省所
1公表された、 55年度上半期(4月但から9月30日まで〉の市の財政状況 f

日
年
度
上
半
期
(
日
年
4
月
1
日
1
日
年
9
月
初

日
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
の
収
入

・
支
出
の
状
況
な
ど
財
政
状
態
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
6
月
と
ロ
月
の
2
回
公
表
さ
れ

る
も
の
で
す
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

日
年
度
当
初
予
算
は
八
十
三
億
八
千
五
百
五
十
万

円
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
日
%
の
伸
び

率
で
し
た
。
そ
の
後
3
回
の
補
正
に
よ
り
、
総
領
九

十
億
二
千
九
百
六
十
五
万
円
と
な
っ
た
が
、
前
年
度

繰
越
明
許
費
一
千
六
十
六
万
円
を
加
え
、
九
十
億
四

千
三
十
一
万
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年
同
期
と
比

較
し
て
M
%
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
・
歳
入
の
主
な
も
の

日
年
ム
度
上
半
期
の
歳
入
の
補
正
の
お
も
な
も
の
は
、

市
税
六
千
五
百
万
円
、
地
方
交
付
税
四
千
九
百
七
十

万
円
、国
庫
支
出
金
一
億
六
千
六
百
七
十
二
万
円
、

財
産
収
入

一
千
八
百
二
十
二
万
円
、
繰
越
金
一
千
四

圃

官

百
九
万
円
、
諸
収
入
二
千
九
百
二
十
一

万
円
、
市
償
八
千
六
百
七
十
万
円
、
な

ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
補
助

事
業
の
一
部
が
認
承
減
に
併
せ
県
支
出

金
二
千
七
百
三
十
四
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の

衆
議
院
議
員
選
挙
費
七
百
二
十
七
万

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金

三
千
万
円
、
精
神
薄
弱
者
更
正
施
設
建

設
負
担
金
一
千
六
百
四
十
四
万
円
、
水

族
館
事
業
会
計
繰
出
金
二
千
百
十
五
万

円、

小
口
市
罰
金
需
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
預

日日%
算

客員

託
金
二
千
万
円
、
河
川
維
持
補
修
費
一

千
六
百
万
円
、
新
川
広
域
圏
事
務
組
合

負
担
金
三
千
六
百
五
十
一
万
円
、
埋
蔵

文
化
財
発
堀
調
査
費
三
千
七
百
三
十
八

万
円
。

ま
た
、
建
設
事
業
は
、
市
道
改
良
事

業
及
び
舗
装
事
業
八
千
四
百
二
十
四
万

円
、
青
島
保
育
園
増
改
築
事
業
三
千
百

五
十
万
円
、
東
部
中
学
校
校
舎
危
険
改

築
事
業
二
千
六
百
八
十
二
万
円
、
県
単

土
地
改
良
事
業
一
千
九
百
五
十
五
万
円
、

総
合
公
園
築
造
事
業
一
億
四
千
百
七
十

万
円
、
住
宅
建
設
事
業
一
千
二
百
八
十

歳入 40.6% 

般会計
歳出 34.5% 

民健国 康保険
歳入 35.7% 

歳出 35.9% 
特

農業共済
歳入 46.2% 

歳出 。 22.7% I 
思IJ

簡易道水
歳入 51.3% 

歳出 64.0% 
dコbz、

下道水業事
歳入 46.9% 

歳出 41.7% 
計

族館水業事
歳入

歳出 52.6% 

企完成した坪野小学校プール

9月末における収支状況

万
円
、
天
神
公
民
館
建
設
事
業
九
百
四

十
四
万
円
、
公
共
災
害
復
旧
事
業
九
千

七
百
七
十
四
万
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た

が
、
補
助
事
業
認
承
減
等
に
よ
り
団
体

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
二
千
二
百
五
十

万
円
、
団
体
営
林
道
開
設
事
業
一
千
五

百
三
十
四
万
円
、
水
産
物
流
通
加
工
セ

ン
タ
ー
形
成
事
幸
市
三
千
二
百
七
十
三
万

円
、
慶
野
湯
上
線
外
4
路
線
整
備
事
業

四
千
四
百
七
万
円
が
減
額
に
な
り
ま
し

た。
な
お
、

9
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

100% 90 80 

市民の市税負担状況

世帯数 13，186世帯

(昭和55年 9月30日現在)
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11，700千円

軽自動車税

15，329千円

電気税

|憶25，000千円

市たばこ消費税

l 憶 65，000千円

固定資産税

lO億59，358千円

市民税

12i意97，853千円

そ
887円

12，513円

80，339円

98，426円

1，162円

9，479円
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市債の状況 (9月末)

11億9，255万円

91意8，475万円

61意6，068万円

41意7，310万円

f責

{責

厚生福祉債

f責

育

木

故

教

土

縁

農林水産業債 3億5，268万円

公営住宅債 21意6，259万円

災害復旧債 l憶 3，583万円
県貸付金9，449万円・斤舎建設慣8，371万円・消防債6，327
万円・特例地方債5，364万円・財政対策慣5，220万円・火災
復旧債3，281万円・転貸慣67万円

市債総額 44億4，297万円
住民1人当り負担額 88，816円

251意9，913万円省蔵大

市有財産の状況

土 士也 建 牧1
531，567m2 129，169m2 

験 哩事現ーー-，

有価証券その他 基 金
68，684千円 420，605千円

援塾 d- t三J量グr 

一
時
借
入
金
な
し

6億7，098万円

51意1，471万円

31意7，190万円

|憶3，789万円

9，449万円

5，387万円

北陸銀行

公営公庫

共済組合

県

σ〉

省政量日

特別会計予算執行状況 (9月末)

会計区分 予算額
執 行 状 況

収入済額収入割合支出済額支出割合
万円 万円 % 万円 % 

下水道 事業 770 361 46.9 321 41. 7 

簡易 水道 事業 1，504 772 51.3 962 64.0 

国民健康保険事業 17fE2，982 6m1，733 35.7 6m2，146 35.9 

農業共済 事業 l億2，863 5，948 46.2 2，919 22.7 

水族館 事業 9m2，481 647 0.7 4w:8，677 52.6 

計 28億0，600 6m:9，461 24.8 11低5，025 41.0 千也そ

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

万円 万円 % 
民 生 費 19mO，224 7a2，781 38.3 

土 木 費 15a2，857 3f!3，513 21. 9 

教 育 費 13a7，439 4也9，915 36.3 

農林水産業費 11f!3，770 2a2，225 19.5 

総 務 費 101.1!7 ， 656 5低4，685 50.8 

商 工 費 6a1，408 2a1 ，491 35.0 
1:. 、 {責 費 4a9，215 2億2，057 44 .8 

1蔚 生 費 2ff5，357 1a2，290 48.5 

消 防 費 1f!9，111 7，880 41.2 

~、i 三Eコz 復 !日 費 1f!6，507 3，115 18.9 

議 ぷz〉z、 費 1f!2，734 6，002 47.1 

労 働 費 1m2，563 5，715 45.5 

予 f蔚 費 5，000 

諸 支 出 金 190 41 21.6 

言十 90億4，031 31f!1，710 34.5 

55年度一般会計収支状況 (9月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

万円 万円 % 

市 税 26m7，424 12m6，495 47.3 

国庫 支 出 金 16位7，383 4m3，618 26.1 

地方 フえaて 付 4見 13m8，770 10m4，718 75.5 

市 f責 81.((8，990 

県 →~ 出 金 8m6，359 1f.[2，654 14.7 

繰 越 金 4m4，975 4a4，975 100.0 
諸a 月又 入 3m5，306 9，622 27.3 

分担金及び負担金 2w:9，774 1m1，059 37.1 

使用料及び手数料 1m7，853 6，170 34.6 

Rオ 産 ~)( 入 1m:0，885 1，998 18.4 

地方 議 与 平見 6，700 1，865 27.8 

自動車取得税交付金 6，500 2，492 38.3 

娯楽施設利用税交付金 1，500 547 36.5 

寄 附 金 1，052 617 58.7 

交通安全対策特別交付金 560 

計 90m:4，031 36m:6，830 40.6 

(5) 

歳入
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業の状況津市水道
55年度上半期の水道事業会計の業務状況が公表

されたのでお知らせします。

。
業
務
の
状
況

(
九
月
末
現
在
)

給
水
人
口
三
二
、
六
八
二
人

給

水

戸

数

八

、

三

八

O
戸

給
水
量
一
、
三
九
七
、
四
二

O
立
方
れ

新
設
給
水
工
事
八
一
件

@
会
計
の
状
況

(
九
月
末
現
在
)

日
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

%
 手4 目 予算額 収入額 割合

ヰ又 給 水 収 益 265，702 121，934 45.9 

受託工事収益 33，750 15，966 47.3 

入 その他収益 5，369 5，484 102.1 

ム口、 計 304，821 143，384 47.0 

科 目 予算額 決算額

支 給水費用 81，430 34，364 42.2 

受託工事費 31，050 10，634 34.2 

総 係 百世 80，691 36，999 45.9 

出 その他費用 79，749 21，238 26.6 

.g. 272，920 103，235 37.8 

千円

損益収支状況

千円

に百 。
主五今 建
な十年 設
も五度 改
の万 は 良
と円建 工
しを設 事
て計改
次画良
のし工
工て事
事 い と
がまし

o 0 0 0 実すて
水石四四水天二事線 市二事線市施が事
管垣百四管 神百、配道 百 、配 道さ 、 業
布地二五布地四一水慶八二水大れ九費
設区十 Lf設区十一管野十六管光ま月一
工農八 工農万二布 ・万 O 布寺し末億
事道万 事道円 ，V 設湯 円 ，V 設ーたまー

配円 、配 工上 工号。で千

八
三
八
日

六
百
五
十
万
円

O
市
道
石
垣
平

i
島
尻
線
配
水
補
助
管

布
設
工
事
、

二
三

O
幻

百
八
十
八
万
円

O
市
道
石
垣

1
旧
大
谷
線
配
水
管
布
設

工

事

六

三

O
μ

六
百
二
十
万
円

冬
期
間
に
お
け
る
注
意
事
項

。
水
道
管
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
水
道

が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水
道
管

が
む
き
出
し
の
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
、

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

じ
ゃ

管
や
蛇
口
の
部
分
は
、
保
温
材
を
と
り

つ
け
水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

。
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し

っ
か
り
と
ま
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
速
や
か
に
市
水
道
局
か
指

定
工
事
庖
へ
連
絡
し
修
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

。
水
道
が
凍
結
し
た
と
き

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か
し
ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

『
積
雪
期
の
メ
ー
タ
ー
検
針
』

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
二
か
月
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
降
雪
が
多
く
て
、
検
針
が

で
き
な
い
と
き
は
水
道
料
金
の
算
定
を

前
回
の
検
針
と
同
じ
使
用
量
で
料
金
を

納
め
て
い
た
だ
い
て
、
後
日
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

に
、
料
金
の
精
算
を
し
て
、
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
管
理
』

水
道
メ
ー
タ
ー
器
は
、
最
初
に
申
込

者
の
了
解
を
得
て
工
事
施
行
の
際
、
最

も
検
針
し
や
す
い
場
所
に
取
付
け
ま
す

が
最
近
家
屋
の
増
改
築
や
、
庭
園
造
り

な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
し
た
り
土
砂
の
下
敷
き
に

な
っ
た
り
し
て
、
検
針
や
漏
水
修
理
又

は
メ
ー
タ
ー
器
の
取
替
え
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
メ
ー
タ

ー
器
の
移
設
や
部
分
的
な
堀
上
げ
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
工
事
費

は
使
用
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

増
改
築
、
そ
の
他
で
メ
ー
タ
ー
器
の
場

所
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は

あ
ら
か
じ
め
市
水
道
局
又
は
、
市
内
指

定
工
事
庖
に
必
ず
連
絡
通
知
し
て
く
だ

さ
い
。

無
断
で
メ
ー
タ
ー
器
を
移
設
、
埋
没

な
ど
が
行
わ
れ
る
と
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
給
水
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。【

水
道
ミ
ニ
ガ
イ
ド
】

最
近
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
っ
て
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
員
が
危
害
を
、
つ
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
メ
ー
タ
ー
器
の

付
近
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で
お
き

ま
し
ょ
う
。

時

育

主高 『 尋g 経 霜満額員l2月b0豊量負周年ど て 工期者請負 請額負 約契幼昔回 工三日

い て 1月2 移転の … のjjJ干
5年月3611月51工側朝野業 六千二 日年1月1舎築工事増改々 事)次のおは旦者と。千万上円以九千万円以降現11在で月日15 工

ますのでヂ 従来ど、 ー 聞か日B わこ により 移長ヱ嘩内走

8 億性 τ 9 
3日0 日1 百七互十円 1日4 状5哀F軍兄F 

利」 おり 事階市られさ 旧

(6) 
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固
偲
据
よ

D

あ
な
た
は
国
保
の
し
く
み
を
よ
く
ご
存
知
で
す
か
?

健
康
保
険
を
略
し
て
「
国
保
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
国
保
の
事
業
を
運
営
す
る
も
の
を
「
保
険
者
」
と
い

い
ま
す
。
保
険
者
は
魚
津
市
で
す
。
国
保
の
加
入
者
を
「
被
保

険
者
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
被
保
険
者
と
は
住
民
の
皆
さ
ん
の

こ
と
で
す
。
も
う
少
し
国
保
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

。
国
民
皆
保
険
。

人
は
み
ん
な
健
康
で
幸
福
な
家
庭

を
願
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
健
康
で

あ
っ
て
も
、
病
気
や
ケ
ガ
は
あ
る
日

突
然
に
、
私
た
ち
を
襲
う
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
と
き
、
お
金
が
な
く
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。

そ
こ
で
国
民
は
だ
れ
で
も
、
ど
こ

か
の
健
康
保
険
に
は
い
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を

「
国
民
皆
保
険
」

と

い
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
勤

め
先
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
方
が
、
す
べ
て
加
入
す

る
保
険
で
す
。

※
国
保
に
加
入
す
る
方

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
、
そ
の
家
族
、
生
活
保
護
を

う
け
て
い
る
方
以
外
は
、
み
ん
な
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
届
出
は
、
世
帯
ご
と
に
世

帯
主
が
行
い
、
一
世
帯
に
一
枚
の
被

国
民

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
に
加
入
で
き
な
い
方

生
活
費
の
主
な
部
分
を
、
離
れ
て
住

ん
で
い
る
息
子
さ
ん
な
ど
か
ら
の
、

仕
送
り
に
頼
っ
て
い
る
方
は
、
加
入

資
格
は
な
く
、
そ
の
息
子
さ
ん
な
ど

の
扶
養
家
族
と
し
て
、
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
す
る
方
で
す
。

※
国
保
は
た
す
け
合
い
の
保
険

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
、
あ

な
た
が
支
払
う
の
は
費
用
の
三
割
だ

け
で
、
残
り
の
七
割
は
国
民
健
康
保

険
(
国
保
)
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
費
用
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
保
険
税
と
い
う
形
で
お
金
を
出
し

合
い
、
そ
れ
に
国
や
県

・
市
の
補
助

金
な
ど
を
加
え
て
、
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

う
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
に
も

負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
し
て
、
だ

れ
も
が
平
等
に
医
療
の
思
恵
を
受
け

る
こ
と
の
出
来
る
よ
う
、
み
ん
な
で

た
す
け
合
っ
て
、
あ
な
た
の
健
康
を

守
る
の
が
国
保
な
の
で
す
。

見
直
そ
う

自
分
の
体
と

み
ん
な
の
国
保

救
急
車
を
正
し
く

市
が
救
急
業
務
を
開
始
し
た
の
は
、

昭
和

ω年
9
月
、
今
年
9
月
で
満
日
年

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、
救
急
車
で
医
療
機
関
へ

搬
送
し
た
傷
病
者
は
六
、
一
九
五
人
で
、

市
内
の
居
住
者
八
人
に
一
人
の
割
合
で

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
業
務
開
始
の
翌
引
年
に
は
年
間

一
五
七
人
の
搬
送
人
員
が
、
日
年
に
は

六
六
九
人
、
今
年
は
日
月
未
で
す
で
に

六
三
一
人
を
搬
送
し
、
年
末
に
は
七

O

，・， ， ， 

表1.年別傷病者搬送数

700 

200 

100 
人

600 

500 

400 

300 

利
用
し
よ
う

(1) 

O
人
を
超
す
い
き
お
い
で
増
加
し
て
い

ま
す
。こ

の
間
、
市
内
の
大
き
な
病
院
や
救

急
指
定
病

・
医
院
及
び
各
医
療
機
関
で

は
弘
時
間
体
制
で
傷
病
者
を
引
受
け
て

い
た
だ
き
、
ま
た
時
に
は
、
災
害
現
場

へ
直
接
出
場
し
て
、
応
急
処
置
を
願
う

な
ど
、
市
民
生
活
の
安
全
の
た
め
に
、

は
か
り
し
れ
な
い
ご
苦
労
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

昨
年
中
に
搬
送
し
た
傷
病
者
の
傷
病

程
度
別
は
、
表
2
の
と
お
り
で
軽
傷
者

の
割
合
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
、

当
市
の
特
徴
で
す
。
(
以
下
次
号
)

55 

区分 数 ・% 傷 病 程 度 の 分 類

死亡
10人 初診時、死亡が確認された方

1.6% (現場で死亡が確認された方は綴送しない。)

重症
165 

3週間以上入院加療が必要な方
26.0 

中等症
178 

重症及び軽症以外の方
28.1 

軽症
280 

入院加療を要しない方
44.3 

(7) 

54 

表2.傷病程度別搬送状況

53 51 49 45 日召41
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回

昌
@
串
白
血

み
ん
な
の
力
で
快
適
な
冬
を
ノ

今
年
も
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
道
路
の
除
雪
に
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
が
、

一
度
に
多
量
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
手
が
届
か

な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
町
内
、
地
区
全
体
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
二
種
道
路
は
、
通
勤

・
通
学
等
市
民

生
活
に
密
接
な
道
路

第
三
極
道
路
は
、
交
通
量
の
多
い
道
路

と
し
ま
す
。

道
路
の
除
雪
は
、
市
の
除
雪
車
の
ほ

か
民
間
の
除
雪
機
械
を
借
り
て
実
施
し

ま
す
が
、
市
道
で
あ
っ
て
も
道
幅
が
せ

ま
い
た
め
に
、
除
雪
車
の
入
ら
な
い
所

が
か
な
り
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
所
は
関
係
地
区
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
路
上
に
障
害
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
t|
|

マ
除
雪
作
業
中、

最
も
困
る

の
は
、
車
の
路
上
駐
車
で
す
。

除
雪
作
業
の
障
害
と
な
る

ほ
か
、
交
通
渋
滞
や
事
故
を

誘
発
す
る
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

マ
道
路
に
面
し
た
板
べ
い
や
、

ウ
イ
ン
ド
ー
あ
る
い
は
植
木

等
が
雪
に
埋
っ
て
い
る
と
、

除
雪
の
際
に
破
損
す
る
こ
と

-
市
道
の
除
雪
計
画
|

|

今
冬
も
市
で
は
、
積
雪
量
が
日
勺
灯

以
上
に
な
る
と
道
路
の
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
(
延
長
問
J
m
灯
)
の

除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

除
雪
す
る
道
路
は
、
第
一
種
、
第
二

種
、
第
三
種
に
わ
け
第
一
種
道
路
か
ら

除
雪
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
種
道
路
は
、
パ
ス
運
行
路
線

が
あ
り
ま
す
。

こ
わ
れ
や
す
い
物
や
除
雪
の
障
害
に

な
る
よ
う
な
物
に
は
、
竹
ざ
お
に
赤
い

布
を
つ
け
て
、
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
除
雪
車
の
通
過
に
よ
っ
て
、
家
や
車

庫
の
出
入
口
が
ふ
さ
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
車
両
で
広
範
囲
に

わ
た
り
除
雪
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
戸

で
排
除
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

0

・
雪
お
ろ
し
1
l

雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な
い

よ
う
、
早
目
に
雪
お
ろ
し
を
し
ま
し
ょ

う
。
近
所
に
老
人
や
障
害
者
及
び
母
子

だ
け
の
世
帯
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
地

区
民
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
路
上

へ
雪
を
お
ろ
し
た
場
合
、
消
防

車
や
救
急
車
が
通
れ
る
よ
う
、
速
や
か

に
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
圧
線
が
通
っ
て
い
る
所
で
の
雪
お

ろ
し
に
は
、
特
に
感
電
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

-
雪
の
捨
て
場
|

|

雪
の
捨
て
場
に
は
、
角
川
、

鴨
川、

魚
津
港
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
作
業

中
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
表
示

し
、
使
用
後
は
ふ
た
を
必
ず
キ
チ
ン
と

し
め
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
道
路
上
に
ま
き
散
ら
す
と
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

絶
対
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
道
の
除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
建
設
課
内
線
2
7
5
へ
ど

う
ぞ
。

歳
末
消
防
特
別
警
戒
の
実
施

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
師
走
は
、
一

人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
も
薄
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
こ

の
時
期
に
起
こ
り
ゃ
す

い
「
あ
わ
た
だ
し
さ
火
災
」
や
「
う
っ

か
り
火
災
」
を
防
止
す
る
た
め
、
消
防

機
関
で
は
、
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
次

の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

1
実
施
期
間

第
一
期
通
常
警
戒
期
間
ロ
月
幻
日

か
ら
お
日
ま
で

第
二
期
非
常
警
戒
期
間
ロ
月
却
日

か
ら
白
日
ま
で

2
第
一
期
の
実
施
事
項

村
立
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
。

口
大
型
庖
舗
、
集
会
場
等
不
特
定
多

数
を
収
容
す
る
施
設
の
査
察
。

日
消
防
機
械
の
点
検
整
備
。

同
消
火
栓
や
消
防
水
利
、
道
路
状
況

の
点
検
。

3
第
二
期
の
実
施
事
項

付
第
一
期
の
実
施
事
項
の
継
続
。

∞
期
間
中
の
午
後
9
時
に
消
防
署
の

大
型
拡
声
装
置
に
よ
る
火
災
予
防

広
報
。

同
消
火
活
動
要
員
の
増
員
確
保
。

同
夜
間
の
巡
回
警
備
。

-
踏
切
事
故
の
防
止
|

|

例
年
、
冬
期
間
に
自
動
車
の
ス
リ

ッ

プ
、
脱
輪
な
ど
の
た
め
踏
切
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ

、っ
。

マ
積
雪
の
た
め
、
ス
リ
ッ
プ
や
エ
ン
ス

ト
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
、

消
防
用
水
の
確
保

(8) 

市
街
地
へ
流
入
し
て
い
る
鴨
川
用
水

及
び
川
縁
用
水
が
、
一
部
改
良
工
事
の

た
め
に
、
来
年
3
月
末
ま
で
断
、
減
水

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
街
地
の
半
分
近
く
の

地
域
の
用
水
に
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
地
区
で
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、

消
防
用
水
が
消
火
栓
の
み
に
限
定
さ
れ
、

不
足
が
ち
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で

以
上
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
、

O
雪
が
降
っ
た
ら
あ
な
た
の
家
の
前
に

あ
る
消
火
栓
の
上
の
雪
を
取
り
除
く
。

O
近
く
を
通
っ
て
い
る
用
水
へ
、
平
常

か
ら
水
を
流
し
て
お
く
。

O
防
火
水
槽
の
付
近
へ
雪
を
積
み
上
げ

な
い
よ
う
に
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
、
町
内
会
や
部
落
で

話
し
合
っ
て
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

「
そ
れ
火
事
だ
」
と
い
っ
て
か
ら
こ
の

よ
う
な
作
業
を
や
っ
て
は
、
間
に
合
い

ま
せ
ん
。

消
火
栓
や
用
水
は
、
大
事
な
あ
な
た

の
財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
は
た
し

ま
す
。

早
目
に
ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
又
は
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

マ
万
一
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

ま
ず
非
常
ボ
タ
ン
を
使
う
こ
と
。

非
常
ボ
タ
ン
の
な
い
所
で
は
、
た
だ

ち
に
信
号
炎
管
や
赤
い
布
な
ど
を
使
っ

て
列
車
に
危
険
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
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交通安全県民運動実施
|北陸3県統一 |

12月11日(ボから
56年 1月10日(土)

までの 1か月間

-実施期間

-
年
末
年
始
の
交
通
事
故
は
と
く
に
多

'iw 
ふ
だ
ん
落
ち
着
い
て
い
る
先
生
ま
で

も
走
り
出
す
ほ
ど
ロ
月
(
師
走
)
は
忙

し
い
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
つ

い
不
注
意
に
な
り
が
ち
で
、
交
通
事
故

も
急
増
し
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
事
故
の
ト
ッ
プ
は
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
交
通
ル

l
ル
の
違
反
者
を
み

て
も
、
そ
の
半
数
近
く
は
ス
ピ
ー
ド
に

よ
る
違
反
で
す
。
車
が
ω

J
を
越
え
る

ス
ピ
ー
ド
で
歩
行
者
を
は
ね
ま
す
と
、

歩
行
者
の
死
亡
す
る
可
能
性
は

ω行
に

達
し
ま
す
。

-
酒
の
み
運
転
の
追
放

こ
れ
か
ら
は
、
忘
年
会
、
新
年
会
な

ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
飲
酒
運
転
を
し
な
い

よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

マ
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多

い
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
く
こ
と
。

マ
習
慣
や
因
襲
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。

マ
車
の
と
き
は
、
す
す
め
ら
れ
て
も

飲
ま
ず
、
す
す
め
な
い
こ
と
。

マ
飲
酒
運
転
は
、
法
で
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
運
転
し
た
者

は
も
ち
ろ
ん
酒
を
飲
ま
せ
た
人
も

処
罰
さ
れ
ま
す
。

-
積
雪
凍
結
時
の
安
全
運
転

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
加

速
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
ス
ピ
ー
ド
を
落

し
、
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
ょ

う
。
つ
と
め
て
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
ロ
月
1
日
か
ら
は
山
年
1
月

い
叩
日
ま
で
を
年
末
年
始
の
防
犯
運
動
期

〈
間
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
末
特
別
警

〉
戒
や
、
少
年
非
行
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

〉
マ
自
主
防
犯
活
動
の
推
進
と
心
が
け
ム

-
被
害
に
あ
わ
な
い
六
か
条

年
末
年
始
は
と
く
に
大
金
を
持
ち
歩

〈
く
機
会
の
多
い
季
節
で
す
。
毎
年
こ
の

い
時
期
に
な
り
ま
す
と
「
ひ
っ
た
く
り
」

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ひ
っ
た
く
り
は

〉
大
金
の
入
っ
た
あ
な
た
の
カ
バ
ン
や
、

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
路
地
の
か
げ
や
車
の

〉
中
か
ら
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
暗
い

八
所
、
人
通
り
の
少
な
い
所
、
銀
行
、
農

〉
協
、
郵
便
局
な
ど
の
行
き
帰
り
は
特
に

川
危
険
で
す
。
ひ
っ
た
く
り
に
合
わ
な
い

ょ
う
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

川

ω夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い
所
を

通
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈

ω無
灯
火
の
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

車
や
不
審
な
人
が
近
づ
い
た
時
は
特

に
用
心
を
し
て
く
だ
さ
い
。

)ωハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
は
わ
き
に
か
か

凍
結
道
路
の
連
続
進
行
は
玉
突
き
追

突
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
車
間
距
離
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

見
と
う
し
の
悪
い
カ

l
プ
、
急
な
下

り
坂
の
カ
l
プ
地
点
、
急
な
坂
道
な
ど

日
陰
や
橋
の
上
な
ど
は
十
分
に
減
速
し

ま
し
ょ
う
。

|
|
常
に
心
の
戸
締
ま
り
を
|

|

期間 55年11月'"'"'12月末までの

毎週木曜日

このたび市では、物価安定対策

促進事業の一環として、精肉庖 ・

豆富庖のご協力を得まして、上記

のとおり特販を実施することにい

たしました。

せいぜいご利用ください。

トーフ・泊鍋

焼トーフ 811 
平常小売信格的 11嗣号 I~ • 

... 島

牛肉・とり肉_O
ハ&・豚肉 草

(9) 

魚 津市

富山県・魚津食肉組合・

魚津豆富組合

主催

後援
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恥
脚

n
W油
暗

闇

臨
助
ゐ
gぬ

か
冬
に
鍛
え
る
。

寒
い
日
の
続
く
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す

が
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
活

か

ら

だ

動
を
通
じ
、
身
体
を
鍛
え
、
体
力
を
養

成
し
、
病
気
の
し
な
い
強
い
心
身
の
育

成
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
教
委
及
び
市
体
育
協
会
で
は
、
冬

期
間
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
次
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

V
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス . . 
教キ

球教卓室 トパンド 室

教室 教室ンミ 名

時9 3222 1 9午後附112 
期回日月月 時 2月

1 (日)1525 7 8月10
15午前 日目 時四4日 間
時 (日)(日) 1 日附

般全 年壮婦人ー般青年 対象

キ|大谷 育館体総合 ~ 三

場ス 士場

V
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ヂス
ント市民 大会市民

会球市E 大

教テキ
ス| ン/て ス 室
トパ

大£コ』ェコードテ
キ 名

会ツ

ら午前月2 ら午前月2 分午前 2 ら午前 月l 期か月
922 922 ら88 925 
時日 時日 時日 時日 問
か(EI) か(日) 30(R) か(R)

般全 上生以学中 般全 全 対象

キ大
育館総合体 キ|大谷 育館総合体 ~ 

|谷
場場ス 場ス

一
期
一
水
泳
教
室

一紘一

生
徒
募
集
/

第
一
期
、
二
期
と
も
に
、
受
講
者
殺

到
の
た
め
大
変
ご
遥
恐
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
い
よ
/
¥
第
三
期
の
水
泳
教
室

を
次
の
通
り
開
議
し
ま
す
。

C B A r. 
教室名

教室 教室 教室

婦親 婦親 女寸

学生
人子 人子 象

70 70 30 
数人

人 組 組

日
金H程 木曜 81温

B，~ 日

時110午"11 分時 1306午後分時 130時3午後 H問寺
II時 307分時 304分

181 9 1 8 1 
式日問講

日月 日月 日月

各
教
室
と
も
毎
週
1
回
の
計
叩
回
で

修
了
。
(
た
だ
し
冬
季
期
間
は
、
徒
渉
プ

ー
ル
を
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
子
供
は
、

満

5
歳
以
上
と
し
ま
す
。
そ
れ
以
下
の

子
供
の
場
合
は
、
保
護
者
付
を
条
件
と

し
ま
す
。)

受
講
料
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
料
、
大
人
六
八

O
円
、
子
供
三
四

O

円
の
ほ
か
毎
回
の
使
用
料
、
大
人
二

O

O
円
、
子
供
(
小
学
生
以
上
)
一

O
O
円
。

申
込
み
受
付
は
ロ
月
刊
日
よ
り
先
着

順
と
し
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
宮
②

1
2
6
3
へ

な
お
、
来
年
4
月
か
ら
は
、
八
ム
開
抽

選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
冬
季
間
の
う
ち

に
余
裕
を
も
っ
て
練
習
し
て
お
か
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

チャームスポーツ
メニュー

ホ生活の中で動きにあわせてホ

(10) 

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
自
芝

市
民
車
球
教
室
回
目

E

ロ
月
刊
日
、
口
日
、

M
日、

同
年
1
月

7
日
、
凶
日
、

幻
目
、
お
目
、

2
月
4
日

毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
1
9
時

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

O

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
大
体
育
室
)

マ
日
程

12月のスポーツニよみ

道下小学校

総合体育館

(大体育室)

西部中学校

総合体育館

(中体育室)

大

大

卜

選

力

卓

球

球

ツ

合

体

フ

卓

卓

ケ

総

年

ラ

区

区

ス

女

壮

ク

地

地

パ

男

会

区

童

田

下

県

ル

大

地

ト

児

会

経

会

道

会

山

一

権

江

ス

江

大

富

ボ

手

本

テ

本

球

総合体育館のお知らせ

年末年始は次のように休館します。

12月29日(月)-1月3
日仕)まで

12月29日(月)-1月5
日(月)までなお 6日

午後 2時より開館
室内温水プール

総合体 育館

0
車

球

(

中

体

育

室

)

マ
対
象
青
年
、
一
般
、
婦
人
、
壮
年

マ
受
講
料

o
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

二、

0
0
0円

。
卓

球

一

、

0
0
0円

(
受
講
料
に
は
、
傷
害
保
険

料
、
シ
ャ
ト
ル
、
ボ
ー
ル

代
を
含
む
。
な
お
入
館
料

は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。)

マ
申

込

み

ロ

月

9
日

ωま
で
市
総
合

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

宮
②

1
2
6
3
へ。

マ
そ
の
他
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
ス
ポ
ー
ツ
用
言
ひ
と
ロ
メ
モ
ー

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
」

・

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
生
れ
た
あ
る
一
定

の
生
活
の
中
の
地
域
的
広
が
り
と
同
志

感
情
(
わ
れ
わ
れ
意
識
)
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
た
社
会
集
団
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
存
在
形
態
を
意
味
す
る
言
替
市
。
地
域

社
会
に
関
係
が
深
い
。
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も
め
た
ぷ
た

ι
ふ
辺

国
喜
一
間

燃
え
よ
人
生
/・
本
と
の
ふ
れ
あ
い
:
③

よ

み

も

の

の

本

い
よ
い
よ
師
走
で
す
。
何
か
と
気
忙

し
い
月
で
す
が
、
余
暇
を
み
つ
け
て
読

書
を
ど
う
ぞ
。

「
日
毎
の
美
女
|
新
・
醜
女
の
日
記
|
」

(田
辺
聖
子
著
)

美
女
と
は
何
か
?
美
女
と
醜
女
の

違
い
は
何
か
?
男
と
女
の
関
係
を
考

察
し
て
書
い
た
醜
女
の
日
記
。

ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
長
編
小
説
で

す
。「

海
も
暮
れ
き
る
」
(吉
村
昭
著
)

結
核
の
厳
し
い
病
床
生
活
、
そ
し
て

死
へ
の
激
し
い
恐
れ
と
戦
い
な
が
ら
位

歳
で
世
を
去
っ
た
俳
人
、
尾
崎
放
哉
の

伝
記
小
説
で
す
。

「
枯
れ
木
の
枝
ぶ
り
に
佐
藤
愛
子
著
)

身
近
な
人
生
模
様
が
、
コ
ミ
カ
ル
に

拙
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

「
日
本
の
名
探
偵
」
(
償
溝
正
史
編
)

銭
形
平
次
か
ら
、
明
智
小
五
郎
、
金

回

一
耕
助
ま
で
、
名
探
偵
同
人
の
活
躍

す
る
短
篇
集
で
す
。

'eぞ

推
理
小
説
の
変
選
と
謎
解
き
の
お
も

し
ろ
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
鋭
い
球
音
」
(天
藤
真
著
)

「大
誘
拐
」
で
の
日
本
推
理
作
家
協
会

賞
受
賞
者
の
作
。

そ
A
J

相
次
ぐ
失
綜
事
件
の
謎
と
、
男
た
ち

の
野
望
を
書
い
た
推
理
小
説
で
す
。

「
ミ
シ
ン
の
引
き
出
し
」
(
森
崎
和
江
著
)

母

・
主
婦

・
女
流
作
家
を
こ
な
す
作

者
が
紡
る
日
常
生
活
の
こ
ぼ
れ
話
で
す
。

新
し
い
小
説
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

今
年
も
、
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
。
お
正
月
を
迎
え
る
準
備
に
は
、
お

せ
ち
料
理
の
本
や
、
年
賀
状
の
カ
ッ
ト

集
が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
正
月
料
理
」
「
お
せ
ち
と
正
月
料
理
」

「
十
二
支
側
集
」
「
十
二
支
の
描
き
方
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
新
し
い
年
も
、
気
軽
に
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

で
す
。

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
々

ロ
月
の
お
し
ら
せ

1
日
側
あ
や
と
り
あ
そ
び

ふ
し
ぎ
り
ふ
し
ぎ
り

1
本

の
糸
が
、
僑
に
な
っ
た
り
山

に
な
っ
た
り
:
:
:
。

辺
日
側
お
は
な
し

む
か
し
む
か
し
の
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
は
な
し
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
、
ひ
ら
き
ま
す
。

各
種
講
座
開
催
の

お
し
ら
せ

ロ
月
4
日
附

ロ
月
日
日
附

ロ
月
四
日
附

古
川
柳
教
室

ロ
月
刊
日
州

合
古
典
に
親
し
む
会

ロ
月
ロ
日
制
四

会
朗
読
録
音
講
座

い
ず
れ
も

O
じ
か
ん

午
後
1
時
初
分
1

午
後
4
時
ま
で

市
立
図
書
館

O
と
こ
ろ

ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

図
書
館
休
館
の
ご
案
内

年
末
ロ
月
幻
日
出
か
ら

年
始

1
月

5
日
何
ま
で

休
館
し
ま
す
。

1
月
6
日

ωか
ら
聞
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

日

月
8
日
印
1
9
日
制
に
開
催
さ
れ

…
た
農
業
祭
で
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

一
の
方
が
み
ご
と
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心

一
か
ら
お
祝
い
す
る
と
共
に
、
農
業
祭
を

…
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
お
祭
と

一
し
て
定
着
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

…
の
で
、
来
年
も
更
に
多
く
の
出
品
と
市

一
民
の
参
観
を
ご
期
待
し
て
い
ま
す
。

…
。
穀
類
そ
の
他
の
部

一
優
等
う
る
ち
玄
米
下
中
色
町

一

一
等

う
る
ち
玄
米

西
布
施

…H

大

豆

松

倉

一

H

か
の
こ
ゆ
り
西
布
施

…

O
果
実
の
部

一
優
等

り
ん
ご

…

一
等

H

一
。
そ
菜
の
部

…
優

等

は

く
さ
い

一H

大

桜

一

一
等
さ
と
い
も

一H

キ
ャ
ベ
ツ

一・
一

す
一

ま

一

き
一

て

一

つ
…

や
一

ぐ

か

一
す
か
回

一
う
M

晦

一

も

大一・ 第
口
回
魚
津
市
農
業
祭
【
農
林
産
物
品
評
会
入
賞
者
】

加

積

上
中
島

上
野
方

上
中
島

下
中
島

今年の税金は納まりましたか。 う

っか り忘れていて未だ納めていない

方がありましたら早めに納めましょ

っ。
新
村
昌
之

関
口
杉
松

佐
々
木
斌

谷

口

正

11 

相
馬
佳
明

畠
山
俊
雄

富
居
義
和

早
崎
君
子

大
沢
一
男

大
城
兼
吉

坪
崎
義
一

一

等

大

根

下

中
島
明
歩
谷
鶴
喜
与

。
葉
た
ば
こ
の
部

優

等

片

貝

林

清

吉

一

等

上

野

方

宮

崎

健

治

H

上
中
島
石
倉
秀
雄

。
秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会

優

等

上

中

島

梅

田

宗

雄

一

等

上

中
島
早
崎
甚
吾

O
林
産
物
の
部

優

等

ぎ

ん

な

ん

片

貝

徳

本

あ

や

一

等

わ

ら

び

片

貝

山

本

や

ゑ

子

。
生
活
改
善
の
部

主
食
工
夫
コ
ー
ナ
ー

優
等
里
い
も
炊
き
込
み
ご
は
ん

加

積

田

林

広

子

一
等
い
も
ご
は
ん経

団

お
や
つ
コ
ー
ナ
ー

優
等
ク
ッ
キ
ー上

野
方

五
色
ょ
う
か
ん

下
中
島

等

税 目 納 Jt11 納期限

固 定 資産税 12月25日
3 Jtll 

市民税 ・県民税 12月25日

国民健康保険税 321期期期 }まで 12月25日

.たばこは

市内で買いましょう・
長
谷
川
静
江

佐
竹

絹
枝

折
川
と
み
子

たは‘こ消費税は市の大きな財源で

す。

、、E
E

，，，l
 

a
-
-
E
Z

・

，，i
I

、
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特集老
齢
年
金
の
額
の
引
上
げ

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
一
月
あ
た
り
一
、
三

O
O
円

の
割
合
で
計
算
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
単

価
が
一
、
六
八

O
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

(一

、
三

O
O
円
の
単
価
は
、
昭
和
日
年

の
改
正
後
三
回
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
実
質

一
、
五
六
九
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

一
、
六
八

O
円
に
引
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
)

こ
の
結
果
、
保
険
料
を
お
年
間
納
め
た

人
の
年
金
額
は
、
三
九
万
円
(
ス
ラ
イ
ド

後
は
四
七
万
七

O
O
円
)
か
ら
五

O
万
四
、

0
0
0
円
(
月
額
四
万
二
、

0
0
0
円
)

に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す
る
制

度
が
あ

っ
て
、
免
除
を
、
つ
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
保
険
料
を
納
め
た
期
聞
の
三
分
の
一

の
割
合
で
計
算
し
ま
す
の
で
、
老
齢
年
金

の
計
算
式
は
表
の
①
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
が
発
足
し
た
昭
和
お
年
に
す

で
に
一
定
以
上
の
年
齢
に
な

っ
て
い
た
人

は、

ω歳
ま
で
に
老
齢
年
金
に
必
要
な
お

年
の
加
入
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
ま
す
の
で
、
昭
和
5
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
は
、
必
要
な
加

入
期
間
を

μ
年
i
m
年
に
短
縮
し
て
老
齢

年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

叩
年
年
金
は
二
万
六
、
五
五

O
円
に

こ
の
よ
う
な
経
過
的
な
老
齢
年
金
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
計

算
し
た
額
に
、
短
縮
期
間
に
応
じ
て
計
算

し
た
額
を
加
算
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
特
例
加
算
の
単

価
が
五

O
O
円
か
ら
六
五

O
円
に
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。
(
表
中
の
②
)

こ
の
結
果
、
日
年
間
保
険
料
を
納
め
た

人
が
も
ら
う
叩
年
年
金
の
額
は
、
二
四
万

六
、

0
0
0
円

(
ス
ラ
イ
ド
後
は
二
九
万

六
、
九

O
O
円
)
か
ら
一
三
万
八
、
六
O
O

円
(
月
額
二
万
六
、
五
五

O
円
)
に
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

〔
5
年
年
金
は
二
万
二
、
六

O
O
円
に
〕

明
治
犯
年
4
月

2
日
か
ら
明
治
川
例
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

5
年
間

保
険
料
を
納
め
て
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

5
年
年
金
の
額
は
、
二
四
万
一

、
三

0
0

円
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
定
に
よ
り
二

七
万

一
、
二
O
O
円
(
月
額
二
万
二
、
六

O
O
円
)
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

〔
最
低
保
障
額
は
二
万
二
、
五

O
O
円
に
〕

保
険
料
の
免
除
を
、
つ
け
た
期
間
が
非
常

に
長
い
人
や
特
例
支
給
の
老
齢
年
金
を
も

ら
っ
て
い
る
人
の
年
金
額
は
、
老
齢
福
祉

年
金
の
額
よ
り
も
低
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
う
い
う
人
で
も
叩
歳
(
障
害
者

-老齢年金の計算式(一ーの部分が改定)

①(1 ，680円×保険料納付月数)+

(1，680円×保険料免除月数×す)

②650円x(300一加入期間の月 数)

×保険料納付月数+保険料免除月数xi 
加入期間の月数

は
臼
歳
)
か
ら
老
齢
福
祉
年
金
と
同
額
の

年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
最
低
保
障
額

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
老
齢
福

祉
年
金
の
額
も
引
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
最
低
保
障
額
を
二
七
万

円

(月
額
二
万
二
、
五

O
O
円
)
に
引
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
も
引
上
げ

通
算
老
齢
年
金
の
額
は
、
老
齢
年
金
の

通
常
の
計
算
方
法
(
表
の
①
)
と
同
様
に

計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

保
険
を
納
め
た
期
間
一
月
あ
た
り
の
単
価

を
一
、
六
八

O
円
に
引
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
通
算
老
齢
年
金
の
額
も
引
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
組
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
計
算
式
の
一

三

O
O
円
を
一
、
九
五

O
円
に
読
み
か
え

て
計
算
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、

計
算
式
の
一
、
六
八

O
円
を
二
、
五
二

O
円

に
読
み
か
え
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。同

様
に
、
明
治
仏
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
て
特
例
支
給
の
老
齢
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、
一
、

六
八

O

円
を
二
、

五
二

O
円
に
読
み
か
え
て
計
算

し
ま
す
。

障
害
年
金
(
ニ
級
)
・
母
子
年
金
は

四
万
一
、
八

O
O
円
に

障
害
年
金
は
、
現
在
す
べ
て
最
低
保
障

額
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正

で
は
、
こ
の
最
低
保
障
額
を
厚
生
年
金
の

障
害
年
金
の
最
低
保
障
額
の
引
上
げ
に
準

じ
て
、
月
額
四
万
一
、
八

O
O
円
に
引
上

げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
級
の
障
害
年
金
は
二
級
の
お

パ
ー
セ
ン
ト
増
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
改

正
後
は
、
月
額
五
万
二
、
二
五

O
円
に
な

り
ま
す
。

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

の
額
も
、
厚
生
年
金
の
遺
族
年
金
の
最
低

保
障
額
に
準
じ
て
、
月
額
四
万
一
、
八

O
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O
円
に
引
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
が
二
人
以
上
い
る
場
合
の
加

算
に
つ
い
て
も
、
厚
生
年
金
の
加

給
年
金
額
と
同
じ
く
、
大
幅
に
引

上
げ
ら
れ
、
二
人
目
の
子
に
つ
い

て
は
月
額
二
、

0
0
0
円
か
ら
五
、

0
0
0
円
に
、
三
人
目
以
降
の
子

に
つ
い
て
は
四

O
O
円
か
ら
二
、

0
0
0
円
に
引
上
げ
ら
れ
て
い

ま

す
。母

子
加
算
を
新
設
し
て

厚
生
年
金
の
遺
族
年
金
と

同
じ
水
準
に

母
子
年
金
は
、
生
計
の
中
心
者

を
失
い
養
育
中
の
子
を
か
か
え
て

い
る
母
子
家
庭
に
と
っ
て
大
き
な

役
割
を
果
し
て
い
ま
す
の
で
、
厚

生
年
金
の
遺
族
年
金
と
同
様
に
大

幅
な
改
善
が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
遺
族
年
金
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し

て
母
子
年
金
に
母
子
加
算
を
新
設

し
、
月
額
一
万
五
、

0
0
0
円
を

加
算
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
加
算
額
を
加
え
る
と
、
母

子
年
金
の
額
は
月
額
五
万
六
、
八

O
O
円
に
な
り
、
厚
生
年
金
の
一

子
を
育
て
る
妻
の
遺
族
年
金
と
肩

を
並
べ
る
水
準
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
母
子
加
算
は
、
夫

の
死
亡
に
よ
っ
て
他
制
度
か
ら
遺

族
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
他
制
度
か

ら
老
齢
年
金
ま
た
は
障
害
年
金
を

う
け
て
い
る
間
も
支
給
を
停
止
さ
れ
ま
す
。

-障害年金・母子年金等の年金額の引上げ

改 正 目リ 改 正 後

2級
396，000円 (月額33，000円)

501，600円 (月額41，800円)
(スライドにより 478，000円

障害年金

|級
495，000円 (月額41，250円)

627，000円 (月 額52，250円)
(スライドにより 597，500円)

母子年金 396，∞0円 (月額33，000内)
501，600円 (月額41，800円)

準母子年金 (スライドにより 478，000円)

母子(i聖母子)加算 (新設) 180，000門(月額15，000内)

子等の加算(2人目 ) 24，000円(月額2，000円) 60，000円 (月額 5，000円)
同 ( 3人目以降) 4，800円 (月額 400円) 24，000円 (月額 2，000円)

遺児年金
母子年金と問機に引上け'る

(母子加算の新設を除() 

〔母
子
年
金
と
遺
族
年
金
の
併
給
の
変
更
〕

夫
の
死
亡
に
よ

っ
て
妻
が
国
民
年
金
か

ら
母
子
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
遺
族

年
金
を
う
け
ら
れ
る
場
合
は
、
遺
族
年
金

は
全
額
支
給
さ
れ
、
母
子
年
金
は
三
分
の

一
の
額
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
で
、
こ
の
支
給
停
止
さ
れ
る

額
が
五
分
の
二
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

-R準
母
子
家
庭
も
母
子
年
金
と
同
じ
改
正

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は

弱
年

4
月
か
ら
四
、
五

O
O円
に

保
険
料
の
額
は
、
現
在
三
、
七
七

O
円

で
す
が
、
昭
和
田
年
4
月
か
ら
四
、
五

O

O
円
に
引
上
げ
、
以
後
、
毎
年

4
月
か
ら

段
階
的
に
引
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
、
年
金
給
付
額
の
三
分

の
一
が
国
庫
補
助
さ
れ
て
お
り
、
加
入
期

間
短
縮
に
よ
る
特
例
加
算
部
分
に
つ
い
て

は
き
ら
に
手
厚
い
国
庫
補
助
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
改
正
後
の
年
金
を

ま
か
な
う
た
め
に
必
要
な
保
険
料
は
八
、

0
0
0円
程
度
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
改
正
で
は
、
加
入
者
に
急
激
な
負

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
段
階
的
に
引
上

げ
る
こ
と
に
し
、
当
面
は
弱
年

4
月
か
ら

四
、
五

O
O
円
に
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

昭
和
町
年
以
降
は
、
さ
ら
に
毎
年
三
五

O
円
ず
つ
引
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額

の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
額

に
ス
ラ
イ
ド
率
を
掛
け
た
額
と
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

福
祉
年
金
も
改
善
さ
れ
る

福
祉
年
金
の
額
は
、
次
表
の
よ
う
に
引

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
の
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ

老
齢
福
祉
年
金
と
障
害
福
祉
年
金
で
は
夫

婦
世
帯
で
年
収
二

O
八
万
円
か
ら
一
一
一
六

万
四
、

0
0
0
円
に
、
母
子
(
準
母
子
)

福
祉
年
金
で
は
子
が
一
人
の
場
合
で
年
収

三
四
七
万
円
か
ら
三
六
一
万
円
に
引
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
年
金
と
公
的
年
金
と
の
併
給
限
度

額
も
四
一
万
円
か
ら
四
五
万
円
に
引
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

-福祉年金の年金額の引上げ

改 正 品目日 改 正 後

老齢福祉年金 240.000円(月額20.000円) 270.000円(月額22.500円)

障害福祉年金 2級 240.000円(月額20.000円) 270.000円(月額22.500円)

11 1級 360.000円(月額30.000円) 405.600円(月額33.800円)

母子福祉年金
312.000円(月額26.000円) 351.600円(月額29.300円)

準母 子福祉年金

-・ーー・・・・・・・・-----ーー-----ーー・-----------ー---------・・・・ー・ー+・--・------_・ ーーーーーーー・・・・ーー・--------------------------ー.

子等の加算(2人目 ) 24.000円(月額 2.000円) 60.000円(月額 5.000円)

同 (3人目以降) 4.800円(月額 4∞円) 24.000円(月額 2.000円)

h 
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
、
市
民
相
談

室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
同
日

で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
公
的

年
金
制
度
に
類
の
な
い
免
除
の
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
免
除
を
受
け
た
ま
〉
ほ

う
っ
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
受
け
よ
う

と
思
っ
て
い
る
年
金
は
、
ふ
つ
う
の
方

の
3
分
の
l
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
き

な
い
よ
う
に
追
納
制
度
と
い
う
の
が
あ

り
、
追
納
す
れ
ば
ふ
っ
、
つ
の
方
と
同
じ

よ
う
に
満
額
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
追
納
は
、
免
除

を
受
け
た
期
間
か
ら
叩

年
以
内
(
現
在
、
昭
日

年
ロ
月
で
す
の
で
昭
必

年
ロ
月
分
か
ら
)
で
あ

れ
ば
、
上
の
表
の
よ
う

に
そ
の
当
時
の
保
険
料

で
納
め
ら
れ
ま
す
。

目白45.12一日召47.6 
1か月 450円

日召47.7-日百48.12
1か月 550円

昭49. 1-昭49.12
1か月 900円

昭50. 1-昭5l. 3 
1か月 1，100円

昭51.4-昭 52.3 
1か月 1，400円

Bi552. 4一日召53.3 
1か 月 2，200円

日召53.4-目白54.3 
1か月 2，730円

昭54.4-昭55.3 
1か月 3.300円

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

前
年
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
所
得
税
な
ど
の
申
告
の
さ
い
、
社

会
保
険
料
と
し
て
、
前
年
の
所
得
か
ら

全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

前
年
に
納
め
た
あ
な
た
自
身
の
保
険

料

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

明

明

と

、

あ

な

た

の

家

族

別

幻
司
u

no

の
た
め
に
納
め
た
分

で

同

で

ヰ

も
、
そ
の
全
額
が
所

社
月

社

月

i

n
ョ

，l
n
ロ

得
か
ら
控
除
さ
れ
、

間
×
問
×

ω
円

削

円

課
税
の
対
象
に
は
な

4rm
ゆ
叩

分

7

分

l

り
ま
せ
ん
。

ベ

刊
り

川町
付

-F

+

+

 

た
、
特
例
納
付

で
)
金
で
)

ま
月

ナ
ま
月

に
よ
っ
て
、
さ
か
の

金
村
刈
糾
刊
刈

ぼ
っ
て
納
め
た
保
険

州
叫
胴

M
引
開

料
に
つ
い
て
も
、
同

の
伽
訓

の
和
川

人
月

3
-金
月

3
一

様
に
所
得
か
ら
控
除

ゆ
1
1

昨
ー
ー

さ
れ
ま
す
。

定

例

「あしたへのパスポート」

現在、 8つの公的年金制度がありますが、

その中でもとくに、国民年金に加入してい

る方が一番多く、昭和36年にはじま ったと

き1，800万人だった加入者は、今では1.5倍

の2，800万人にもふえています。

齢をとったり、ケガや病気で障害者にな

ったとき 、また事故にあい不幸なことが起

きたら……。

果たして、今までと同じでしょうか。あ

なたや、あなたの家族の生活は。

このようなとき、あなたゃあなたの家族

を救うのは年金です。年金を受けて 、今ま

でのように安定した生活を続けるために、

そして明日への道を開くのは、国民年金に

加入することからはじまるのです。

国民年金に加入するには、加入が法律で

義務づけられているホ強制加入、、と、本人

の希望によりいつでも加入できる前任意加

入、、のことおりがあります。

強制の加入者には、自営業者 ・農漁業に

従事する方、およびその方の家族などであ

り、サラリーマンの奥さんや、国民年金以

外の公的年金制度から年金を受ける資格が

ある方などが、任意加入できるのです。

しかも、厚生年金などと違って、年齢制

限 (20歳から59歳まで加入できる )がある

ことと、自分で加入の手続をしたり、保険

料を忘れずに納めることです。

「加入はことおり」

〈;日亡コ曹
F斤オ昇

第3期分(10、11、12

の納期は12

度

国民年金保険料の

月25日です。

年55 

月分)

ね
ん
き
ん
標
語

年
金
で

老
後
に
不
安
の

な
い
く
ら
し

、、1
a
''

an守

品
川
川
リ
γ

サ
ケ
放
流
事
業

マ
ス

昭
和
叫
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た

魚
津
地
区
サ
ケ

・
マ
ス
放
流
事
業
は
、

当
初
サ
ケ
椎
魚
叩
万
尾
以
下
で
あ
っ
た

も
の
が
、
日
年
に
は
加
万
尾
放
流
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

放
流
事
業
の
開
始
前
、
河
川
へ
の
親

魚
の
来
遊
量
は
削
尾
以
下
で
し
た
が
、

近
年
、
側
j
側
尾
に
増
加
し
て
き
ま
し

た
川
で
の
漁
獲
は
ま
だ
少
な
い
の
で
す

が
、
魚
津
沖
の
定
置
や
刺
網
に
側
尾
も

獲
れ
て
い
ま
す
。

日
年
3
月
に
県
営
早
月
川
サ
ケ
・
マ

ス
ふ
化
場
が
完
成
し
、

一
度
に
瑚
万
粒

の
卵
や
そ
の
稚
魚
を
育
て
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
大
き
な
サ
ケ
が
、
群
を
な
し

て
魚
津
の
川
を
の
ぼ

っ
て
く
る
、
そ
ん

な
現
実
を
子
供
た
ち
の
財
産
と
し
て
残

し
た
い
も
の
で
す
。

ー
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
|

。
年
賀
状
は
ロ
月
日
日
か
ら
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
元
日
一の
配
達
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
、

年
賀
状
は
ロ
月
初

日
出
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

。
年
賀
状
は
「
市
内
」
「
県
内
」
「
県

外
」
に
区
別
し
て
あ
て
先
を
-
記
し
た

紙
札
を
つ
け
、
ひ
も
か
輪
ゴ
ム
で
束

ね
て
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
局
で
は
、
郵
便
番
号
で
区
分
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
正
し
い
「
住
所
」

と
「
郵
便
番
号
」
を
お
書
く
だ
さ
い
。
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⑧
⑥
⑤
⑧
 

ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
は
、
ぬ
れ
る
と
大

変
困
り
ま
す
。

ω
ゴ
ミ
は
必
ら
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃

え
な
い
ゴ
ミ
と
を
区
別
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
決
め
ら
れ
た
日
の
午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。(
先
日
、

燃
え
る
ゴ
ミ
を
収
集
中
、
収
集
し
て

い
る
人
が
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
手
を
切

り
H

ケ
ガ
H

を
し
ま
し
た
グ

み
な
さ
ん
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、

十
分
注
意
し
て
出
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。)

-
年
末
年
始
の
し
原
く
み
取
り

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(し
尿
処
理
場
)

は
ロ
月
白
日
午
後
か
ら
1
月
7
日
ま
で

休
み
ま
す
の
で
、
闘
魚
津
環
境
衛
生
の
し

尿
く
み
取
り
作
業
も
こ
の
間
休
み
に
な

り
ま
す
。

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
希
望
者
が

多
い
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
便
槽
に
余
裕
の
あ

る
世
帯
は
、
な
る
べ

く
1
月
に
入

っ
て

か
ら
申
込
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
冬
期
間
中
の
し
尿
く
み
取
り
に

つ
い
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ω
降
雪
の
た
め
く
み
取
り
作
業
が
大

幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
早
め
に
。

ω
く
み
取
り
車
の
車
幅
は
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
細
い
道
や
、
曲
り
角
の

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
く

み
取
り
口
付
近
の
除
雪
も
お
願
い
し

-
年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
日

-
年
末
は
口
月
初
日
閃
ま
で
平
常
通
り

収
集
し
ま
す
。

-
繰
上
げ
収
集

口
月
別
日
附
の
収
集
地
区
は
、

刊
日

闘
に
繰
上
げ
て
収
集
し
ま
す
。

。
年
末
の
ゴ
ミ
持
込
み

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

(ゴ
ミ
焼
却
場
)

で
は
、
ロ
月
初
日

ω午
前
中
ま
で
一
般

ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

ロ
月
初
日

ω午
後
か
ら
1
月
4
日
制

ま
で
休
み
ま
す
。

※
冬
季
期
間
中
は
、
ゴ
ミ
を
前
日
に
出

さ
れ
る
と
、

雪
に
埋
も
れ
て
収
集
が
大

変
困
難
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ゴ
ミ
は
収

集
当
日
の
朝
八
時
ま
で
に
集
積
場
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
次
の
ニ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

川
道
路
の
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
袋
又
は
容
器
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
紙
袋
、
ダ

帽 し ま
魚原 す
津〈
環み
境取
衛り
生の
宮申

⑫ 込
3 み
3 は

-
し
尿
く
み
取
り
集
金
委
託

者
の
一
部
変
更

次
の
区
域
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料

の
集
金
を
沼
田
藤
代
さ
ん
に
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
、
日
月

・

日
月
分
の
手
数
料
か
ら
、
吉
島
六
七
五

番
地
、
中
田
み
っ
さ
ん
に
集
金
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

上
村
木
叩

・
日

・
ロ

・
日
区
、
宮
ノ

下
、
吉
島
社
宅
、
高
校
前
住
宅
、
以

上
の
各
地
区
。

-
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

通
産
省
が
毎
年
ロ
月
訂
日
現
在
で
実

施
す
る
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業

行
政
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
な
調
査

で
す
。
多
忙
な
時
期
に
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
が
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
時

は
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
(税
務
資
料
に
は
な
り
ま
せ
ん
)

-
文
化
講
演
会

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
で
は
、
市

教
育
委
員
会
の
協
賛
の
も
と
に
、
つ
ぎ

に
よ
り
文
化
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

数
の
お
い
で
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

ロ

月

5
日
幽
午
後
7
時
よ
り

マ
と
こ
ろ

魚
山
市
農
協
会
館
4
階
大
ホ
ー
ル

マ
演
題
『
変
動
す
る
国
際
環
境
と
今

後
の
日
本
経
済
』

マ
講
師

筑
波
大
学
教
授

富

田

満

先

生

-
魚
津
「
子
ど
も
の
歳
時
記
」
の
発
刊

市
議
会
が
年
賀
状
の

自
粛
を
申
合
せ

こ
の
ほ
ど
市
議
会
で
は
、
質
素

を
旨
と
す
る
た
め
に
、
虚
礼
と
思

わ
れ
る
年
賀
状
の
自
粛
を
申
合
せ

し
ま
し
た
の
で
、
市
民
各
位
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
第
ロ
回
人
権
週
間

ロ
月
4
日
か
ら
叩
日
ま
で
の
一
週
間

。
市
の
人
権
擁
護
委
員

海
野
清
盛
大
海
寺
野
村
②
6
5
1
7

高

瀬

忠

二

本

江

②
0
3
4
4

藤

森

勘

作

蛇

田

@
7
2
9
3

大
愛
和
歌
子
友
道

②
0
2
9
1

畑
山
道
堅
上
村
木

②
2
8
8
5

0
人
権
相
談
所
開
設

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

マ

と

き

ロ

月

ロ

日

幽

1
時
1
4
時

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

大町婦人会代表奥村信子

(15) 

魚津善意銀行へのご寄付
(敬称略)

久 崎 智司

江口喜 雄

有沢武雄

三由トモ子 ・北島すみ子

山 本晃正北鬼江

石坂幸吉住吉

川原田秀松 本江

石野正 雄大光寺

高僑 邦男文化町

匿名

高慶正儀

桑山東 彦

明歩谷由忠

四十内松栄

鍛治房子

円

H

H

H

H

H

H

M

M

H

H

H

H

枚

枚

枚

枚

つu
n
u
n
U
R
u
n
u

ハu
n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
v
n
v

ハU

ハu
n
u
n
u

p
h
u
n
u
n
u
n
δ
n
u
n
u
n
u

n
u
n
u
n
u
n
U

ハu
n
U
口

Ru

n
U
唱

i

phd

4

3

0

5

0

0

3

J

J

J

G

o

o

-

2

8

 

ハu
n
U
1
i
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
.
t
ι
↑'
I
V
q
L

ワ
U

1

A

1
i

q
d

Fb
q
u
1
4

ワ臼

1i
F
D
n
U

ワ
L

ノ

三

.
j

ー

カ

切

オ

手

目

枕

古

タ

切

丁

古
二

目

り

丁

通

一

町

津

央

津

町

木

宮

中

宮

本

村

校学

目

小

丁

島

二

H

中

町

上

本
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ti51 
且

ロ
月

1
1月

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

と

き

対

象

者

一

と

こ

ろ

ロ
月
四
日
一
午
前
9
時
卯
一分
7
妊

婦

一

魚

津

幽
一
午
後
に
時
叩
分
一

・そ
の
家
族
一
保
健
所

マ
今
月
の
内
容

-
映
画
l
妊
娠
か
ら
分
船
ま
で
の
日
常

生
活
と
注
意

・
実
習
l
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

.
実
習

1
妊
娠
中
の
栄
養
(
貧
血
食
等
)

.
映
画
l
生
命
の
創
造

・
講
話

1
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習

l
先
天
性
股
関
節
脱
き
ゅ
う
の

予
防

-
そ
の
他
1
母
子
の
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
。
時
間
に
都
合
の
悪
い
方
は
一
課

目
づ
つ
で
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
昼
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
保
育
を
担
当
さ
れ
る
方
の
参
加
も
お

す
す
め
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
/

V
乳
児
健
康
診
査

月 月
1月2 1月2 1月2 

9 8 25 11 5 と
幽日 {材日 {材日 や付日 後訪日

時110午前時9 時21午後時1 : 
3午f重t

時2i午f時1 産: 1時10午前時9 
き

時2 時1 

8 
かに月 月8lかM 雪 かに月21月25かM っ かに月 lI 月2lyu 雪h 8 

か か
対|

月
お氾5月児

主4児U主5B月児 信るS児Laで5日E 月児H 月 象!

児 児

11 fI 11 11 {健戸呆斤魚i掌
と

ろ

マ
3
か
月
児
の
健
康
診
査
時
に
、
こ
関

節
脱
き
ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま

す。
マ
お
母
さ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
保

育
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
二
人
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

V

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

と

き

対

象

は
月
ロ
日
一
午
後

1
時
一
日
年

5
月
一
魚
津

幽一

1

2
時
一
出
生
児
一
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
、
歯
ブ

ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
健
康
診
査

一

と

き

一

対

象

一

一
回
月

3
日

一

日

月

初

日

ま

で

に

一

一

附

一

3

歳

に

な

っ

た

幼

児

一

一

日

月

口

日

一

ロ

月

日

日

ま

で

に

一

一

附

一

3

歳

に

な

る

幼

児

一

一
1
月

7
日

一

ロ

月

白

日

ま

で

に

一

一

附

一

3

歳

に

な

る

幼

児

一

マ
と
こ
ろ

l
魚
津
保
健
所

マ

受

付
H

午
後
1
時
i
2
時
。

V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
て
健
康
保
持
の
た
め
是
非
受
け
ま
し

。。

ホ先天性股関節脱臼予防のためにホ

(赤ちゃんを窮屈につつみこま )
ないよう に注意しましょ う

市では、今年、先天股脱が 3名発生

しました。昨年に比べて脱きゅうが多

いようです。

特に、寒い冬には、つい毛布やおく

るみでくるみすぎになったり、厚着を

させて、赤ちゃんの手足の自由を奪っ

てしまいがちです。このことが脱きゅ

うの原因になる恐札Jがあります。赤ち

ゃんの足を無理にひゥばらないように

することはもちろんですが、特に冬生

れの赤ちゃんは、次の点に注意して育

てましょっ 。

1.部屋全体を暖房し、薄着にさせ

ましょう 。

窮屈な衣類はやめましょう 。

重いかけ布団や身体が沈む敷き

布団はやめましょっ 。

4.おくるみは体をしめつけます。

なるべく使わないようにしまし

ょっ 。

ょ
う
。
な
お
、
こ
の
注
射
は
一

i
四
週

間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
該
当
地
区

の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
料
金

・
3
歳
1
日
歳
未
満
無
料

・
日
歳
以
上
、
高
校
、
一
般
は
一
回
に

っ
き
二
百
円

マ
実
施
日

と

と

こ

ろ

11月に第 l回接種ずみ

き

ロ
月

5
日
幽

吉

鳥

小

学

校

ロ
月

8
日
間

西
布
施

ロ
月

8
日
間

坪

野'

ロ
月
刊
日
嗣

経

回

ロ
月
刊
日
嗣

1主

士
ロ

ロ
月
叩
日
制

本

江

ロ
月
日
日
開

上
野
方

ロ
月
日
日

ω
村

木

ロ
月
日
日

ω
道

下

2 

3 

マ
受
付
l
午
後
1
時
1
2
時
。

マ
問
診
票

1
当
日
会
場
で
保
護
者
(
大

人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
、
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い

場
合
は
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
か
ら
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種

マ
と
こ
ろ

1
市
内
の
か
か
り
つ
け
の
医

師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者

1
2
歳
児
を
中
心
に
生

後
日
か
月
か
ら
お
か
月
に
至
る
期
間

内
で
、
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法

1
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
手
元
に
接

種
券
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。)

マ
料
金
1
無
料

V
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

次
の
禁
忌
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

今
回
の
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

川
発
熱
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
著
しヘ

× 

ロ
月
一回

ヴ

'n口-
，
t

、
扇
谷
医
院
一
収
量
道

L

1

1

3

64

E

R

一宮
@

1
1
3
5
5

4
3
-
D
一
河
内
内
科
一
下
村
木
町

l

f
一

任

一

病

院

一

念
@

i
3
2
l
o

l
-
-
司
一
魚
津
神
経
一
江
口

2

f
一
任
一
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
一

台
@

1
3
4
8
6

8

1
一
司
一
沢
口
内
科
一
火
の
宮
町

2

i
一

日

一

医

院

一

台
@

1
1
7
4
8

9

3
一
司
一
沢
口
外
科
一
本
江

2

t
一

。

一

医

院

一

台
@

1
1
7
5
7

初
日
一

ω一
晒
屋
医
院
一
服
、
2
道
)
↓
}
)

3

f
一b
一
同

E

E

R

一宮
@

1
0
4
9
0

幻
日
一
附
一
松
井
医
院
一

H
a江
)

F

↓
i

3

1
一。
一，
r
チ

E

R

一台
@

1
0
7
4
5

m併
一
附
一
山
岸
医
院
一
社
洲
木
}
l
p
l

H
M
一，P
一
L
K
F
E
R
-
g
@

1
5
8
7
8

2
日
一
樹
一
松
本
医
院
一
比
減
江
!
!
l
-

;

I
一
G
一・
r
Z
E
E
-
g
@

1
2
2
3
1

3
日
一
出
一
浦
団
側
病
院
一
林

2
ほ

i
)
i
l

:
f
-
七
百

E
催
奇
R
一宮
@
i
5
0
5
3

寺
崎
医
院
一
吐
如
二
汀
ぽ

i

寺

山

E
E
-
g
@

1
3
6
1
9
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ヘ
い
栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
、
ま
た

は
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
、
治
療

を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方
。

ω鶏
卵
、
鶏
肉
を
食
べ
て
、
皮
膚
に
発

し
ん
が
で
た
り
、
下
痢
を
し
た
こ
と

の
あ
る
方
。

山
川
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
方
。

山
間
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ

る
方
。

ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
方
。

的
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
。

附
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
方
。
以
上
の
方
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

・
朝
と
畳
の
体
温
は
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
く
だ

え」い
。

V
胃
検
診
日
変
更
の

お
知
ら
せ

日
月
の
広
報
う
お
づ
に
胃
が
ん

検
診
を
ロ
月
9
日
に
加
積
公
民
館

で
実
施
す
る
と
載
せ
ま
し
た
が
、

ロ
月
刊
日
同
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
健
康
相
談
日

12 12 12 12 12 12 12 
月 月 月 月 月 月 月
23 16 15 12 9 9 2 と

(必日 (刈日 (月)日 幽日 (刈日 (刈日 (刈日

130 午前 3 午後 3 午後午後 午前午後 午前1130 午目1) 330午後
時分 時~ 時 時分 時分 き

301 10 3 10 3 10 301 10 11 
分時 時 時 時 時 時時 分 時 時

荘百楽 {室健泉市i所生 長公稗畠 校学小合自 公脇西 楽荘百 健室保市役所
と

ろ

医師診察

調成 調成
医師

理実習病人食 理実習病食人
察

マ
市
保
健
室
の
健
康
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
、
生
活
環

境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
健
康
体
操

1/ j毎木目旦置
" 

噛i毎月旦

と
日 日

午前10 
t 午前1時0 

午前10 
i 午前

311時01H9 寺 き

¥ I侍 ¥ JI寺
11 Hl寺I 1 時1 分30
H寺 分

iムrt掌h 、~、i 

本 道 経

t工
下公

福祉会館悶

と

1..、‘i 

民鈍 民館 民館 ろ

一

で
き
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
日
年
4
月
1
日
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
手
続

き
等
は
、
現
在
準
備
中
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
の
加
入
・
申
込
み
は

金
融
機
関
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
観
光
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改
善
さ
れ
る

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
(
中
退

金
)
が
、
ロ
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま

す
こ
れ
に
よ
り
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

よ
り
有
利
で
い
っ
そ
う
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

今
回
改
正
の
要
点
は
次
の
五
つ
で
す
。

中
小
企
業
の
範
囲
の
拡
大

加
入
で
き
る
企
業
の
範
囲
は
、

ω従
業
員
削
人
以
下
ま
た
は
資
本
金
等

の
額
が
一
億
円
以
下
の
企
業
H

製
造

業
、
運
輸
業
、
建
設
業
、
鉱
業
、
農

林
水
産
業
、
金
融
業
、
保
険
業
、
不

動
産
業
な
ど
。

ω従
業
員
削
人
以
下
ま
た
は
資
本
金
等

の
額
が
三
千
万
円
以
下
の
企
業
1
卸

売
業

ω従
業
員

ω人
以
下
ま
た
は
資
本
金
等

の
額
が
一
千
万
円
以
下
の
企
業
1
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
な
り
ま
す
。

掛
金
月
額
の
引
上
げ

掛
金
月
傾
の
最
低
額
八
百
円
が
千

二
百
円
に
、
最
高
額
一
万
円
が
一
万

六
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
現
在
千
二
百
円
未
満
の
掛
金
を

し
て
い
る
方
は
、
ロ
月
1
日
以
降
一

年
以
内
に
千
二
百
円
以
上
の
掛
金
に

増
額
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

国
庫
補
助
金
の
増
額

掛
金
の
最
低
額
が
八
百
円
か
ら
千

二
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
と
も
な
い
国
庫
補
助
金
が
増

額
さ
れ
ま
す
。

掛
金
月
額
を
増
額
し
た
と
き
の
掛
捨
て

掛
損
の
解
消

加
入
後
の
納
付
月
数
が
、
M
か
月

以
上
あ
る
場
合
、
上
積
み
し
た
掛
金

の
納
付
月
数
が

μ
か
月
未
満
で
あ
っ

て
も
、
上
積
み
分
に
相
当
す
る
額
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
増
額
分

の
掛
捨
て
、
掛
損
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

過
去
勤
務
期
間
通
算
制
度
の
新
設

こ
れ
ま
で
は
、
加
入
前
の
過
去
勤

務
期
間
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

事
業
主
の
申
出
が
あ
れ
ば
、
加
入
前

の
勤
務
期
間
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に

対
応
す
る
掛
金
の
納
付
が
あ
れ
ば
、

加
入
前
の
勤
務
期
間
も
含
め
て
通
算

…
「
国
の
進
学
ロ

i
ン
」
の
ご
案
内
…

…

利

用

す
る
方
は
、
高
校

・
大
学
等

マ
保

証

人

1
名
以
上

…

…
ど

進
学
さ
れ
る
た
め
の
資
金
を
必
要

マ
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

一

…
仁
さ
れ
る
方
。
た
だ
し
、
収
入
に
制

マ
取
扱
い
期
間
団
年
1
月
i
4
月

…

一
限
(
瑚
万
円
以
内
、
事
業
所
得
者
の
マ
窓
口
富
山
市
桜
町
2
丁
目

一

…
方
は
捌
万
円
以
内
)
が
あ
り
ま
す
。

6
番
目
号
国
民
金
融
公

…

一

マ
融

資

頒

一

世

帯

印

万

円

以

内

庫

富

山

支

庖

包
0
7
6

一

…
マ
融
資
期
間
高
校
3
年
以
内
、
大

4
@
1
1
9
1

…

…

学

4

年

以

内

そ

の

他

銀

行

等

で

も

…

…
マ
利

息

利

用

時

の

基

準

金

利

お

取

扱

い

し

ま

す

。

…

r
・4
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
い
の

事
業
主
の
退
職
金
制
度

〈
小
規
模
企
業
共
済
〉

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、
国

で
つ
く
ら
れ
た
事
業
主
の
退
職
金
制
度

で
す
。
事
業
主
で
あ
る
あ
な
た
が
、
第

一
線
を
退
い
た
時
な
ど
に
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節

税
を
し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
の
お
役
に

立
ち
ま
す
。

会
こ
の
制
度
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
商

工
会
議
所
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
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計
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